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ゲルマン民族は現代のヨーロッパ文化及びアメリカ文化の担い手であり,中 世及びル

ネサンス文化は彼等によつて成就せ られたのである。然るにその原始時代の文化は最近

まで余 りにも研究されて居ない。 ギリシアやローマの文化は死滅 した民族の文化であり

なが ら早 くから研究されて居 り,そ の他の埃及やクレテ文化でさえ比較的明かにされて

居るのに原始ゲルマン交化の研究は比較的おそ くから始まつて居る。その主な理由はキ

リス ト教との関係にあると思われる。キ リス ト教はギ リシヤ文化 を摂取しギリシヤ哲学

をか りて自己の神学を説明した。又ローマ教会はラテ ン語を教会用語として採用した為

めにギリシア,ロ ーマ丈化は異教文化であ りながら教会によつて尊重せられ保存せられ

た。然るにローマ教会はローマ社会に侵入したゲルマ ン民族に対 して徹底的な教化的態

度をとり,彼等の固有の文化を退けた。ルネサンス文化はゲルマン文化の台木にキリス ト

文化を接木 して咲かせた美花であつたに拘らず,ル ネサンスの人交主義者達はゲルマン

人を野蛮人として軽視し,ひ たすらギリシア,ロ ・一マ文化の崇拝に終始した。

このゲルマン文化の価値を見出して来たのは十九世紀の巨マンテ ィシズムとこれに伴

う歴史主義の賜である。かくして,ゲ ルマン文化に関する名著が次ぎ次ぎと世に送 られ

て来た。

Karl  Miillenhoff, Die Deutsche Altertumskunde. 1870-91. 

Jacob Grimm, Deutsche  Rechtaltertiimer. 1828. 

            Deutsche Mythologie. 1835. 

Wilhelm Grimm, Deutsche Heldensage. 1829. 

K. Schumacher, Siedlungs  und Kulturgeschichte der Rheinland. 

          (1) Die  VorrOmische Zeit. 1921. 

         (2) Die  ROmische Zeit. 1923. 

          (3) Die Merowingische  und Karolingische Zeit. 1925. 
E.  Norden, Die germanische Urgeschichte in Tacitus' Germania. 1922. 

G. Neckel, Altgermanische Kultur. 1925. 

          Germanen  und Kelten. 1929. 

L. Wolff, Die  Heiden der  VOlkerwanderungszeit. 1928. 

F. R.  SchrOder, Germanentum  und Hellenismus. 1924. 

    rr Altgermanische Kulturproblem. 1929. 

   rr Lehrbuch der deutsche Rechtsgeschichte.
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P．　1’lermann，　Altdeutsche　Kultgebrtiuch．　1928，

R．　Mielke，　Das　deutsche　Dorf．　1913．

A．　Dopsch，　Wirtschaft　und　soziale　Gruncllagen　der　europtiischen　Kulturent一

　　　　　　　wicklung　aus　der　Zeit　von　Ctisar　bis　auf　Karl　den　Grolilen．　19．　23－24．

　H．Fehr，　Deutsche　Rechtsgeschichte，　！92！．

　以上はその主なるものであるが，この原始ゲルマン民族の研究の史料となるものには

第一に彼等が使用したRunen文字の回せられた記念碑がある。これは大休1000B．C．

一1200A．　D．に亙って製作せられ現代はSkandinavia　の山地からDanemark，英国等

に広く残存して犀るが，その文字は神秘的，魔術的意義を持って居た為めキリスト教の

伝播と共に亡び去ってその研究も現代余り進んでいない。

　次にギリシア人，．ローマ人の手になった女献には，非常に貴重なものが多い。Alexan－

der大帝と同時代の人で，　Elbe河口からBritannia地方を旅行したPytheas　von　Massilia

の旅行記にはGermaniaの地誌が含まれて居る。文Romeの皇帝Claudius（在位，41－

54A．D，）と同時代の地理学者Pomponius　Melaの著したDe　Situ　Orbis（世界地誌）．

にもGerrriainaの記事が記載されて居る。

　又小アジアのPontusに生れたStrabon（c．55　B．C．一一25A．　D．）の地誌にもGerm－

aniaに関する記録が包含されて居る。

　更にJulius　Caesar（100－44　B，C．）の有名なCommentarii　de　Bello　GallicoはCaesar

が58－51B．C．に亙ってGalliaを遠征し，58－52年迄毎年1巻ずつ7巻として著した

ものであるが，このGallia戦記は原始ゲルマン人の国家，政治，軍隊，風俗，地誌に関

する貴重なる記録である。これは敵将の限を以て観た記録で三頭政治の一人たるCaesar

のロー々民衆に対する一種のプロパガンダであるがゲルマン人に対して冷厳さを以て観

察して居るだけ真実さが含まれて居る。

　Verona生れの大博物学者Plinius　the　Elder（23－79A．　D．）のNatural　Historyは

20，000余の題材が取扱われて居るが，そのうちにGermaniaに関する記録が包含されて

居る。

　ローマの偉大なる歴史家の一人であるCornelius　Tacitus（54－118）の著したDe　Vita

et　Moribus　Juli　Agricola（98），　Historiarum　Libri（115－116），　Annales（115－117）等は各

れもGerman研究の史料として貴重なるものであるが，更に最も重要なるものは彼の著

Germania（98）である。これは46章から成り，　Germaniaの地誌，ゲルマン民族の国家，

政治，軍隊，戦争と平和，奴隷制度，日常生活の風俗習慣，各々の部族の習性等豊富な

内容が簡潔な交章に盛られて居る。私のこの小論：文も主どしてTacitusのこのGermania

とCaesarのCommentarii　de　Bello　Gallicoに拠って居る。

　第1世紀の末から第2世紀の中頃にかけて生存し皇帝Hadrianのmagister　epistolo－

lrum（秘書）となったGaius　Suetoniusの著したAugkStusから．Domitianusに至る皇

帝列伝にもri　一マとの関係においてゲルマン人の記録が載せられて居る。

　NeoPlatonismに帰依したP一マの歴史家Ammianus　Marcellinus（c，・325－391A．　D．）

の著したローマ史（Rerum　Gestarurn　Libri）は31巻より成り，96年から378年に及んで
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居るが，最：初の13巻は煙滅し，現存せる18巻（353－378）は原始ゲルマンに関する貴重

な史料を包含して居る。

　Alexan（lriaで研究した天文学者にして地理学者のPtolemaeus（127－151A．1）．頃生存）

の著AlmagestにもGerman三aの地誌が包含されて居る。

　第5世紀の末にCaesariaに生れ，527年に東ローーマの将軍Belisariusの秘書となった

ギリシアの歴史家Procopiusの著した史書にも，東ローマとGothsとの戦争の記事が

載せられている。

　更にByzanzの歴史家Agathias（c．536－582A．　D．）の552から558年に亘るByzanz

人とGoths・Franks・Vandalsとの戦争の記録もGer岬n民族の尊い史料である。

　東ゴート王Theodoricに仕へた政治家Cassiodorus（c．490－585A．　D．）の著した史

書にもGermamに関する史料が包含されて居る。

　Toursの司教Gregor　von　Toursのフランク史（Historia　Francorum）は，原始ゲル

マン研究に欠くことの出来ない貴重なる史料である。

　Beda（672－735）の英国教会史は，　Angel　Sachsenの研究に欠くことは．出来ないg

　Langobarden族の貴族の出身でCharlemagneの知遇を得た歴史家Paulus　Diaconus

（c．720－800）のLangobarden史（Historia　gentis　Langobardorum）も原始ゲルマン民

族研究の史料として貴重なものである。

　更に原始ゲルマン民族の研究に欠くことの出来ないものに大体西紀7世紀頃から13世

紀頃にGerman民族の手に成った各々の部族法がある。　Lex　Salica，　Lex　Ripuaria，　Lex

Alemanni，　Lek　Baiuvarum，　Lex　Visigotorum，　Lex　Burgundionum，　Lex　Chamavorum，

Sachsenspiege1，　Schwabenspiegel等の如きもので，彼等がローマに代って西欧の支配者

となって後，実際の統治の必要上から編纂されたものである。これらの法典には多分に

P一マの影響が認められるが，同時に原始ゲルマン文化が保存されて居る。殊にローマ

の影響を受けることの比較的遅かった北欧の部族法にはゲルマン的なものが多く残存し

て居るから原始ゲルマン民族の研究には実に重要な史料と言わねばならない．

亙　原始ゲルマン民族の国家

　＆．　c重v鷺as

　原始ゲルマン民族の国家をローマ人はcivitasと呼んだ。このcivitasは又ローマ人に

よって屡々gens，　natioと混同して用いられた。　MUIlenhoffはDie　Deutsche　altertum－

kunde（1862，　S．529）のなかで，このcivitasを各々の政治的に独立した，まとまった民

族共同体（eine　einzelne　politische　selbstst勘dige　und　abgeschlossene　Volksgemeinde）と

云っているが，このcivitasは一の概念によって表現出来ぬ程複雑な内容を持って居る。

或る時は一の部族が一のcivitasを構成して居るが，又この部族が幾つかのcivitasに分

れたり，　又多くの部族が集った一一の民族的なものが　civitas　と呼ばれることもある。

概して独逸の西部には小地域のcivitasが発生したが東部では広大な地域を支配する

civitasが発達した，又ローマ人の¢ivitasに対する考えも時代と共に変って居る。　Caesar
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やTacitusの時代には大体P一マのgau，又はpagusに相当するゲルマンの共同体を

civitasと呼んだ。然しCaesarの時代でも一のcivitasが幾つかのpagusに分れたり，

又幾つかのcivitasが一のpagusを作っていることもあり得た。即ち一の村落（vicus）

が一のcivitasを構成している場合が多かった。

　第2世紀になるとローマには自治的組織をもつた都市が発達しP一マ人はこれを

civitasと呼んだ。従ってPt・一マ人から見て，自治的な都市生活をして居るゲルマン人の

共同体がcivitasと呼ばれた。

　第4世紀になるとキリスト教が地方へ浸透して行ったから一の司教の管轄区域，即司

教区をcivitasと呼んだ。ゲルマン民族がP一マを征服して彼等の主権iの下に国家を建．

設する様になってからこのcivitasはpagus（gau）に変り，自治的組織が衰えて，国王

の官吏であるGrafによって統治せられる様になった。

　従って原始ゲルマン民族の国家は現代人の考える様な国家ではない。CaesarはBellO

Gallico　VI　23に，次の様に云って居る。”in　pace　nUllus　est　communis　magi　stratus，　sed

Principes　regionum　atque　pagorum　inter　suos　ius　dicunt　controversiasque　minunt”　（平

和な時には共同の指導者（Magistratus）がない。一地区（regio）又は一村落（pagus）に

司法権を施行する首領（Principes）があって，訴訟を裁く。）このCaesarの：文章のregio

も村落を意味する言葉であるが，pagusよりは広く幾つかq）pagusが集って一のregio

を構成する。このCaesarの文章によるとGermanのcivitasには，平和な時は共通の

支配がない，幾人かの首領（Principes）の指導下にあって，　Principesが法を施行する。

　この同じことをTacitusはGermania　C．12に於て　”Eliguntur　in　iisdem　corlciliis　et

Principes，　qui　iura　per　pagos　vicosque　reddant．　centeni　singulis　plebe　comites，　concilium

simul　auctoritas　adsunt，”　（この同じ民会に於てpagus又はvicosに法を施行する

Principesが選ばれる。又それぞれの人民のうちから選ばれたる百入の窟従が苔問と権威

の凹めに之を補佐する。）このCaesarとTacitusの文章は恐れもcivitasの機構を説明

して居り，Caesarはcivitasはregioとpagusとから成って居ると云い，　Taci‡usは

pagusとvicusから成って居ると云っている。　pagusとvicusとは別なものでなく，

vicus（村）はpagusの中核で幾つかのvicusが簾ってpagusを構成する。又一のvicus

がpagusとなるものもある。このpagusは一の神社と領土と住民を持って居り，その住

民はpagani又はcivesと呼ばれた。

　この原始ゲルマンのcivitasは干るものは共和制を，あるものは王制を採用していた。

Principesの支配下にあるcivitasは共和制で，　rexの支配下にあるものは王制である。

然しこのPrincipesの政治もrexの支配も根本的な相違はない。　TacitisはGermania

c．12で，Principesは民会で選ばれることを述べて居るが，同じくGermania　c．7にお

いては”Reges　ex　nobilitate；duces　virtute　sumunt．　Nec　Regibus　infinita　aut　libera

potestas”（王は門閥により，将軍は勇気によって選ぶ，王にも無制限且つ自由な権限は

無い）と云って居る。即ち王も選挙によって選ばれその権i限には多大の制限を受けて居

る。一一のcivitasには多数のPrincipesがあって，そのうちからpagus及vicusに法を

施行するPrincipesが選ばれる。
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　このPrincipesはTacitusがGermania　c．11において”De　minoribus　rebus　Principes

consultant；　de　maioribus　Omnes　：　ita　tamen，　ut　ea　quoque，　quorum　penes　plebem

arbitrium　est，　apud　principes　praetractentur．”（小事に関してはPrincipesが審議する。

大事に関しては全共岡体が審議する。決議権が一般民衆の側にある場合においてもPrin－

cipesの間において先議せられる）と云って居る通り，　civitasを代表し，之れを指導

する。このPrincipesと相並んでrexも亦civitasの代表者である。　Germania．　c．12

においてTacitusは，　”Pars　multae　regi，　vel　civitati，　pars　ipsi，　qui　vindicatur，　vel

propinquis　eius　exsolvitur．’「（罰金の一部は国王（rex）かcivitasに一部は原告自身とそ

の親戚に支払われる）と言っている様に，rexはcivitasの代表者として犯罪者の支払

う罰金の一部を受納する権利を持っている。従って原始ゲルマンのcivitasに干ては

PrincipesとRexの間には何等根本的なる相違はない。　TacitusはGermania．　C．11に

おいて，，，Mox　rex，　vel　Principes，　prout　aetas　cuique，　prout　nobilitas，　prout　decus

bellorum，　prout　facundia　est，　audiuntur，　auctoritate　suadendi　magis，　quam　iubendi

potestate”（やがてrex又はPrincepsが各々其の年功，門閥，戦功，雄弁によって，命

令の力よりも説得の力によって傾聴せられる）と云っている通り，rexとPrincipesは

同格で，その年功，門閥，戦功，雄弁によって民衆にアピールする力が異るのみである。

　このPrincipesの共和制とrexの王制の相違は，多数支配と単独支配の相違である。

数人のPrincipesかcivitasを指導する場合共和制となり，1人の国王が支配する場合は

王制となる。この王制を採用せられる最大の原因は戦争である。Julius　CaesarはBello

Gallico，　VI，　23，において”curn　bellum　civitas　aut　inlatum　defendit　aut　infert，　magi－

stratus　qui　ei　bello　praesint　et　vitae　necisque　habeant　potestatem　deliguntur．，’（一のcivitas

が防禦か又は攻撃の出れかの戦争を行わんとする時に，その戦争を指導する為めに生殺

与奪の権を委ねられたる指導者（magistratus）が選ばれる）と云っている。この指導者

が，dux（将軍）であり，同時に国王である。かかるrex（王）は所謂Heerk6nig又

はHeerfUhrerである。多くのPrincipesのうちからduxが選ばれるが，已にrexが

存在して居る時はrexがduxとなる場合が多かったであろう。　Caesarが58－51B．C．

にGalliaを遠征した時，これに対決したAriovistは已に61B．C．にMagetobrigaに

於て，Gallia人を撃破し，　Suebi，　Harudi，　Vangioni，　Marcomanni等の諸部族を併せた

る大音i／族の王（rex）に選出されて居た。　　　　　　　　　　　　　　　1

　このHeerk6nigはIndo－German時代に起原を発した。　Indogermanisch　語では

Heerk6nigをKorjanasと云い，希三三では，　Koiranosと云った。（G．　Necke1，　KUItur

der　alten　Germanen．　S，59），従ってGermenの王制は，歴史的材料の残って居る時代

よりも遙か以前から始っている。

　かかる王が名誉ある地位に選ばれる形式に就いて，TacitusがHistoriae，　W，15に

記述している。それによると西暦59年に，Bataver，　Kannifaten，　Friesen等がRomeに

反抗した時，その指導者として，Kannifaten部族の名門の出なる　Brinnoを楯に戴せ

て王に推戴した。楯にのせられることはIndogerman語族の武人にとっては最も名誉あ

るものであった。
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　Tacitusの時代において，多くの部族はPrincipesの支配下にあったが，　rexを指導

者としている部族も存在した。TacitusはGermania　c．42において　”Marcomannis

Quadisque　usque　ad　nostram　memoriam　reges　manserunt　ex　gente　ipsorum，　nobile

Marobodui　et　Tudri　genus．”（MarcomanniとQuadiは我々の記憶の時代まで彼等自身

の部族から出た王を保っていた。これらの王はMaroboduus及びTudrusの高貴の家か

ら出た）と云っている。Marcomannl族は，　B6hmen地方に居住したGermanの一部

族で，その居住地の故を以ってBoioariiの名称をもって歴史上に現われて来る。西暦9

年にMaroboduusに率いられてB6hmen地方へ移動して来た。又QuadiはSuebi族

の一支族で，Sudeten地方に居住していた。　TacitusのAnnalen　K．62によれば，彼

等には初めTudrusがrexとなっていたが彼は間もなくVanniusによって転覆せられ

た。これらのMaroboduus，　Tudrus，　Vanniusは各れもrex（王）とdux（将軍）を

かねたHeerk6nigである。

　又TacitusはGermania，　C．44において，，Eoque　unus　imperitat，　nUllis　jam　excepti－

onibus，　non　precario　iure　parendi．　nec　arma，　ut　apud　ceteros　Germanos，　in　promiscuo，

sed　clausa　sub　custode　et　quidem　servo．”（彼等（Suiones）のもとにおいては1人の王が無

制限且つ絶対の権威を二って支配している。武器は他のゲルマン人の如く一般に携帯せ

しめずして，収蔵し，1人の奴隷をしてこれを監視せしめている）と云っている。Sui’

ones族はSchwedenに居．住したゲルマンの一部族で，　Tacitusの時代に王政が行われ

ていた。絶対王権のしるしとしてこの地のゲルマン族は武器の携帯が禁ぜられていると

報告している。ゲルマンの自由民は平常凡て武器を帯びているので，此の部族のみがか

かる武器を収蔵する風習があったかどうはか一の疑問とされて居る。MUIIenhoffは

SUionesのかかる風習は，　UpPsa五aにおけるG6tterfrieden又はDirlgheiligkeitの為め

にその期間のみ武器の携帯を禁ぜられたのを，この祭日に丁度Uppsalaを訪ねた商人

などからTacitusはその話をきいてこれを一般的のものと思い違いをしたのであろうと

云っている。尚Tacitusはこの外にもGothones，　Rugii，　Lemovii等の部族が王制を採用

したと云っている。即ちGermania　C．43に於て”Trans　Lyg重os　Gotones　regnantur，

paullo　iam　adductius，　quam　ceterae　Germanorum　gentes，　nondum　tamen　supra　liberta－

tem．　Protinus　deinde　ab　Oceano　Rugi　i，　er　Lemovii：　Omniumque　harum　gentium　insi－

gne，　rotunda　scuta，　breves　gladi三，　et　erga　reges　absequium．（Lyga族の向うにGotones

族が居る。この部族は他のGerman部族よりもやや厳しい王政によって支配されている

が，自由を失う程度には達していない。尚これらに続いて大洋の近くにRug“とLemovii

族が居るが，これら凡ての部族の特徴は円い楯と短い剣と三E権に対する服従とである）と

云っている。Tacitusは王政は自由の喪失として闇れを一種の堕落と見ている様である。

　然しこのゲルマン民族の部族同志の戦争或はGermanenとP一マ人又はHunnenと

の戦いは益々輩固なる王権を必要として各地にHeerk6nigを拾頭せしめた。殊にV61－

kerwanderuugの時代はこの傾向を助長した。かの，　Suebiの王Ahov三st，　Marcomanni

の王Marboduus，　Cherusciの三EのArminius，　Franksの王Clodovech，　Heruli族の王

Odoaker，　Nibelungenliedで知られているWormsのBrungunden族の王達，　Westgoten



No．　9 原始ゲルマン民族の国家制度と法律：思想に関する一考察 7

の王・Alarich，　Wandalenの王Geiserich，　Ostgotenの王，　Theoderich，　Langobardenの

王，Alboin等，凡て皆ゲルマンのHeerk6nigである。

　殊にV61kerwandrungの過程を通して部族の結合による強大なる民族が歴史の舞台

に登場して来た。Frankenは，　Friesi，　Batavi，　Sugambri，　Chauci，　Chamavi，　Cherusci，

Chatti，　Cugerni，　Bructeri，　Tencteri等の諸部族を統合して，強大なる国家を形成した。

BayernはMarcomanni，　Quadi，　Naristi，　Suebi等を統合した。　SachsenはCherusci，

Chauci，　Angrivarii等を包含して民族国家を形成した。　ThUringen族は，　Angili，

Hermunduriを合せた。かくの如くにして中世のゲルマン国家が発展して行くのである

が，カ・一一ル大帝の大統一，更にOtto大帝の神聖戸一マ帝国の成立以後に於ても，独逸

の領邦諸侯国は原始Germanのcivitasの伝統を継承していた。更にキリスト教化せら

れた後に於ても独逸のEigenkirchentumには，　Pt・一マカトリック教会の統…政策に対す

る原始ゲルマン民族の部族的分離的傾向が見られる。

　b．貴族「（nobiles）

　原始ゲルマン民族のcivitasの住民は貴族（nobiles）自由人（ingenuus）奴隷（serviles

personae）との三つの階級から成っていた。普通ゲルマン人の自由　（Germanisch・　e

Freiheit）の思想から原始ゲルマン人は皆自由平等であると思われ勝ちであるが，かかる

自由は，自由入の闇に於ける法律的平等で，社会的には貴族と普通の自由人と奴隷の三

の階級が原始時代から存在した。民会に於ても貴族は小事に関する決定権，大事に関

する先議権を持っている（Germania　c．11）Principes，　rex　dux，等は皆貴族のうちから

選ばれる。Tacitus　Gerlnania　c．7において，”reges　ex　nobilitate，　ducex　ex　virtute

sumunt” i王は門閥によって，将軍は勇気によって選ばれる）と云っている。原始ゲルマ

ン民族の民会は，偶然の突発事が起らぬ限り新月か満月の一定Elに開催せられ，そこへ

全自由民が武器をおびたまま集合して議事をすすめる（Germania　c．11．　Coerunt，　nisi

quid　fortuitum　et　subitum　inciderit，　certis　diebus，　cum　aut　inchoatur　luna，　aut　impletur．

Ut　turbae　placuit，　considunt　a　rmati．）而してRex又はPrincipesがその年功，門閥，

戦功，雄弁によって傾聴せられる（Germania　c．11）のである。

　ゲルマンの貴族は門閥から出るけれども，戦功，’雄弁というが如き寒入的才能も重ぜ

られる。

　更にPri　ncipes又はrex，　dux等の指導者の外に下層貴族として従士階級（cOmites，

cQmitatus）がある。このcomitesは各々のcivitasに於てPrincipesを補佐する為めに百

入会（Centeni）を組織して居る。　TacitusはGerman1a　c．12に立て”Cenetni　singulis

ex　plebe　comites　concilium　simUI　et　auctoritas　adsunt”（人民から選ばれたる百人の

Comitesがあって権威ある助言を以て補佐する）と言い，又Germania　c．　6においては

“Centeni　ex　singulis　pagus　sunt；　ldque　ipsum　inter　suos　vocantur，　et　quod　D．　rimo　numero

fuit，　iam　nomen　et　honor　est．（各々のPagusより選ばれたるCenteniは彼等の闇で

はその同じ名の百と呼ばれた。それは最初は数であったが今では・s一の称呼となり，

名誉となった）と云っている。このCenteniの母体であるplebeとpagusは各れも

civitasを意味する。
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　Principesは自己の周辺に多くのcomitesを集めてこれを扶養し，魑従であり傭兵で

あるcomitesを率いて戦場に出た。彼等主従の関係は宗教的献身の誓によって結ばれ

た。TacitusはGermania　c．14に於て”Jam　vero　i㎡ama　in　olnnem　vitam　ac　probrosum

superstitem　principi　suo　ex　acie　recessisse．　lllum　defendere，　tueri，　sua　quoque　fortia

facta　gloria　eius　assignare　praecipuum　sacramentum　est．”（戦場を退いてPrincipesよりも

生きのびることは（Comitesにとっては）真に生涯の恥辱であり不名誉である。Principes

を守護し，これを掩護し，各々自分の勇敢なる行為をさえこれをそのPrincipesの名誉

に帰するのが彼等の特別の誓いである）と云っている。従ってこの宗教的誓約に違反す

るものは生涯に亘って公民権を剥奪せられる。

　又TacitusはGermania　c．13において”Magnaque　et　comitum　aemulatio，　quibus

primus　Principem　suum　locus　：　et　Principum　qui　plurimi　et　acerrimi　comites．　Haec　dig－

nitas，　hac　vires，　magno　semper　electorum　iuvenum　globo　circumdari，　in　pace　decus，　in

bello　praesidium．　1　ec　solum　in　sua　gente　cuique，　sed　apud　fi　nitimas　quoque　civitates，

id　nomen　ea　gloria　est，　si　numero　ac　virtute　comitatus　emineat．　Expetuntur　enim　le－

gationibus　et　muneribus　ornantur　et　ipsa　plerumque　fama　bella　profligant．　”　（Principes

の許において誰がその最大の愛顧を得るかのComitesの間における競争，及び誰が最も

多数にして最も精鋭なるComitesを獲得するかのPrincipesの闇における競争は大いな

るものがあった。常に選抜せられたる若者の偉大なる集団に山続せられることは，彼等

の権威であり力である。平和の時における装飾であり戦争の時における二塁である。己

のComitesが数と勇気において傑出することはPrincipesにとっては只に自国におい

てのみならず，近隣の国に対してさえも名誉であり光栄である。かかるPrincipesは各

国からの使節によって歓心を買われ，贈物によって飾ざられ，かつ彼等の名声は屡々戦

争をさえ阻止する）と云っている。

　Principesはこのcomitatusの集団を扶養する為めに戦争を欲した。　TacitusはGerma－

nia　c．14において”Magnumque　comitatum　non　nisi　vi　belloque　tueantur．”（力と戦争

によるにあらざればこの大なるcomitatusの群を扶養することは出来ない）と云ってい

る。又comitesは自己の技価を認めしめ頭角をあらわす為めには争乱を好んだ。若し

彼等の奉仕する国が無事泰平に倦んだならば，戦を求めて他国に出かけた。

　TacitusはGermania，　c．14において”Si　civitas，　in　qua　orti　sunt，10nga　pace　et

otio　torpeat；　plerique　nobilium　adolescentium　petunt　ultro　eas　nationes，　quae　tum

bellum　aliquod　gerunt，　quia　et　ingrata　genti　quies，　et　facilius　inter　ancipitia　clarescant．　”

（若し彼等の生国が平和と無為のために長らく麻痺せる場合，貴族の若者の多くは，何

らかの戦争を行って居る他国へ出かける。なんとなれば平和はこの部族にとっては喜ば

れない。功名は騒乱のうちに立て易いからである）と云っている。

　貴族は戦争によって得た±地をその身分に応じて分配せられて大地主となり，下級貴

族なるcomitesを扶養する。　これらの貴族は衣服，髪容に於ても一般民衆と異ってい

た。TacitusはGermania　c．17において一般民衆は短い外套のほかは裸体であるが貴

族は身体にぴったりと合う下着をつけて居ると云い，又Germania　c．38に於てはSuebi
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の貴族は一一般民衆と異る特別の装飾を頭につけたと記している。

　これらの貴族は平時において狩猟や睡眠に時を過して生産的労働は婦人や一般民衆に

委ねた。一般民衆はこれらの貴族に家畜や穀物を献上してその必要をみたした。Tacitus

は，Germania．　c．　15において”Mos　est　civitatibus，　ultro　ac　Viritim　conferre　Principibus，

vel　armentorum，　vel　frugum，　quod　pro　honore　acceptum，　etiam　neccessitatibus　subve－

nit．”（彼等がそのPrincipesに家畜又は穀物を自発的且つ二二的に与えるのは，彼等の

国々の習慣である。これは儀礼的贈物として受取られるが，同時にその必要をみたすも

のである）と云っている。

　かかる原始ゲルマン民族の貴族は一面世襲的でもあるが他面又一般自由民から新に

補充せられて社会の均衡を保つ様に出来て居る。TacitusはGermania　c．13於て”lnsi－

gnis　nobi1itas，　aut　magna　patrum　merita，　principis　di．anationem　etiam　adu！escentulis

assignant：　ceteris　robustioribus　ac　iam　pridem　probatis　aggregantur．　nec　rubor　inter

comites　aspici．”（著名な貴族，名門の出であるか又は父祖が大なる勲功のあった場合は，

青年に対してもPrincipesなる地位が与えられる。その他の一般の著者は年長にして強

く已に試験ずみのcomitatusの群に加えられる。かかるcomitesの旧聞に入ることを

恥辱とは唱わない）と云っている。

　このGermania第13章は原始ゲルマン民族の国家，祉会組織を知る上に極めて重要で

ある。彼等の社会には，一般民衆の自由が重ぜられるけれども同時に門閥とか父祖の勲

功の如き貴族的要素も重ぜられた。たとえ若年であっても，著明の門閥の出であるとか

父祖が国家に対して偉大なる勲功があった場含にはPrincipesの地位が与えられだ。そ

の他の若者はたとえ貴族の出であっても下級貴族であるcomitesの群に投じ自分の勲

功によってPrincipesの地位が与えられるのを待った。　”robustioribus　ac　iam　pridem

probatis”は貴族の出身の者でなくとも強壮にして試練に合格しcomitesとして下級貴

族の列に加えられた者である。貴族的門閥の子弟がかかる下級貴族の列に加っても回れ

を恥としない。即ちPrincipesの地位：も門閥の外に個人的方能によってもかち得られ

る。かくて原始ゲルマン民族の階級制には大いに融通性があり，TacitusがGermania

c．7に於てrexは門閥により，　duxは勇気によって選ばれる（reges　ex　nobilitate　duces　ex

vi　rtute　sumlnUnt）と云った言葉が生きて来るのである。

　German民族がローマ．国家社会へ侵入し，ローマの主権を倒してゲルマン国家を建設

した時，そのHeerk6nigの勢力の中核はcomitesによって組織せられた軍隊であった。

ゲルマンの国家がP一マ文化及びカトリック教会の影響を受けてその王権が強化せられ

た時でもその貴族主義は亡びなかった。Merowinger時代の部族会議は古代ゲルマンの

民会（concilium）の延長であり，その決議の形式にもTacitusのGermania　c．11に記さ

れて居る原型が踏襲されている。Lex　Salicaの序：文には，”このLex　Salicaはフランク

人民より選ばれたる4人のProceresによって起草せられ，貴族の集会に3回提示せら

れ，更に全人民より成る部族会議によって議決せられた”と記している。Proceres（貴

族）はローマ帝政の末期から現われる人民の代表たる地主的貴族である。これこそ原始

ゲルマン時代にcomitesを率いたPrincipes　の伝統の上に立っているものである。
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（RSohm，　Reichs－u．　Gerichtsverfassung　s．　51　ff参照）。　Augelsachsen民族に就いて

Bedaは”Aethelbert王は賢人会と共に法を制定した”（cum　consilio　sapientium　con－

stituit　leges）と云っている。このconsilio　sapientiumは所謂Witenagemotで，人民の

代表として参集した貴族の会議である。ここでも原始ゲルマンのPrincipesの伝統の継

承が見られる。

　Merowinger朝に於ては511年のClodovechの死後，国家の分裂とヨ三権の衰微に乗じ

て貴族の勢力が拡大せられた。614年にはClothar∬（584－626）は所謂Magna　charta

libertatumと云われる勅令を発布して，僧職及び世俗の貴族の領土の拡大とその領内に

於けるImmunittitの権を認め，更に貴族が裁判所に於て人民を代表する権利等を認

めた。かくして原始ゲルマン民族のComitesは徐々にVasallenとなり，　Principesは

諸侯となって，中世化的封建化的傾向が進展して行った。即ちこのClothar∬の勅令

によって新たな貴族が創造されたのでなく，原始ゲルマン的貴族が形を変え，中世化せ

られて来たのである。中世末期に而てフランスは益々P一マ化せられ，王権が強化せら

れ，その貴族は国王によって任命ぜられた官僚貴族（Dienstade1）によって構成せられる

が，独逸の領邦諸侯は原始ゲルマン的伝統を持つ世襲貴族（Geburtsadel，　Uradel）によ

って構成せられた。

　C。　　一般自由民　（ingenuus　or　lil）eri）

　原始ゲルマン民族の一般自由民は民会に出席して法律の制定に参与し，裁判に参加し

又国民軍を組織して，ゲルマン軍隊の中核となっている。彼等は特別の突発事が起ら

ぬ限り，新月か満月かの一定時に民会に出席し，ここでprincipes，　dux，　rexを選出

する。彼等は民会では武装したまま着席し，議案に賛成の時にframeaを打ち合せ，不

賛成の時は怒号を発する（Tacitus　Germania　C．11）。　大事に関してPrincipesは先議権

を持っているが最後に之れを決定するのは一般自由民である。又同じ民会に於て裁判が

行われる。一般自由民は之れに出席する権利と義務とを有する。　’TacitusはGermania

c，12において”Licet　apud　corlcilium　accusare　quoque　et　discrimen　capitis　intendere・”

（又議会において訟訴を起すことも死刑を宣告することも出来る）と云って居る。この

一般自由民がかかる公民権を行使するのは成年に達してからである。

　TacitusはGermania　c．13於て”Tum　in　ipso　concilio，　vel　principum　aliquis，　vel

pater，　vel　propinquus，　scuto　frameaque　iuvenem　ornant．　haec　apud　illos　toga，　hic

primus　iuventae　honos：ante　hoc　dornus　pars　videntur，　mox　rei　publicae．”（この同じ

民会に於てPrincipesの翌冬又は父親又は近親者が，楯とframeaをもつて青年を飾る。

これが彼等にとってはローマ人のtogaに相当するもので，青年に対する最初の名誉で

ある。これまで彼等はただ家庭の一員と的野されて居たが，今は国家の一員となったの

である）と云っている。即ち一般自由民は青年式の後国家の一員として公民権を与え

られその権利が剥奪されない限り，国家の事業に参与する権利と義務とを持つのである。

　この一般自由民は平時に託ていつも武器を携帯し，戦時には国家の忌めに凡て兵士

として出征する権利と義務（Waffenrecht）を持っている。　CaesarはBello　Gallico　W，

c．1に於て”Sueborum　gens　est　longe　maxima　et　bellicosissima　omnium．　hi　centum

pa．cros　habere　dicuntur，　ex　quibus　quotannis　singula　milia　armatorum　bellandi　causa　suis
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ex　finibus　ea’ucunr．　religui　qui　domi　manserunt，　se　atque　illos　alunt．　hi　rursus　invicem

anno　post　in　armis　sunt，　illi　domi　remanent．　Sic　neque　argi’　cultura　nec　ratio　atque

usus　belli　intermittitur．（Suebi族は全Gerlnan民族のうちで一番大きく最：も好戦的な

部族である。彼等は百のpagosを持っていると言われる。そ4）各のpagosから毎年戦

争の目的の為めに千人の武装した兵士をその地域から送ることになっている。家に残っ

た他の者は彼等自身と出征した者とを扶養する。一年後彼等は再び交って武器を執る。

前に出征した者は家に留まる。かように農地の耕作も戦争の技術も又戦争の実際の行動

も共に中断されることはない）　と云っている。　ゲルマン民族にあってはCaesarや

Tacitusの時代からKarl大帝の時代に至るまで自由農民によって組織せられる歩兵が

その軍隊の中核であった。原始ゲルマン時代にはPrincipesの周囲にはComites如き職

業的精鋭の戦士があり，後これが，Vasallenとなって封建時代の職業的戦士を形成する

が然しKar1大帝頃まではまだ，歩兵の国軍民がゲルマン軍隊の中核をなしていた。か

のH．Brunnerは，，Der　Reiterdienst　und　die　An鍛nge　des　Lehenswesen”（1887）に於

て，Kar！Marte1がアラビア騎兵の侵入軍を撃退する為めにフランスに於ても騎兵を創

設して，土地（Leihegut）を貸与し，　VasallittitとBenefizialwesenとを結合した。ここ

に封建制度が発生したと云って居る。これに対してRoloffは”Die　Umwandlung　der，

frankische　Heer　von　Chlodweg　bis　Karl　der　GrO8e（1902）に寝て，騎兵を主体とな

す回教軍を撃退したのは騎兵軍でなくして歩兵軍である。古代のギリシアから近代のス

イスに至るまで騎兵に対して勝利を得る可能性のあるのは歩兵である。八世紀のフラン

スに於ても自由農民から成る歩兵隊が存在したと述べている。又H。Fehrは。Das　Wa－

ffenrecht　der　Bauern　im　Mittelalter（1914）に於てフランク国に於ては8世紀に於ても

貧しい小農が引きつづいて軍隊に召集せられている。当時のKapituiarienには国民軍

なる文字が屡々現われるが，これは農民を含めた全国民から成る軍隊で，封建的家臣のみ

から成るVasallenの軍隊ではないと云っている。更にSt．　GalenのM6nchの著した

Gesta　Karoli　MagniにはKarl大帝は774年にLangobardenを征する忌めにアルペγ

を越えて率いた軍隊を大帝自らexercitus　popularium　de　latissimo　imperio　congregatum

（広大なる帝国から召集した国民軍）と云っている。これによっても彼の軍隊が封建的

Vasallenのみによる軍隊でないことが明かである。（Dopsch，　Grundlagen翼，301　ff参照）

　この国民軍を組織する原始ゲルマン民族の自由なる農民は織れも皆平等にIHubeを

標準とする一定の広さの土地を所存して居り，彼等の経済的不平等の現われたのは八世

紀頃からであると初期のGermanistenは主張する。然しゲルマンはTacitusの時代から

已に不平等であった。たとえ戦争によって占領した土地は一一時平等的に共同耕作せられ

ることがあってもやがてその身分に応じて分配せられる。TacitusはGermania　c26に

於てSecundum　dignationemによって土地は分配せられると云って居る。rex，　principesは

広大なる土地を所有し，その部下に戦功に応じて土地を与えた。殊にV21kerwanderung

により，ゲルマンのrexは，ローマ皇帝の直轄領を没収して，部下に対する土地贈与

を行つからこの傾向は益々助長せられた。

　当時自由民のうちには，Gegor　von　Toursのフランク史（Hist．　Franc．　W　c．12）によ
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れば，maiores，　mediocres，　minores，　minimi等の差別があった。又Lex　Burgundionum

によれば，optimates，　mediocres，　minores，　inferiores等の差別があった。　Maiores，

Optimatesは大地主で，　medi㏄resは申間の小地主，　minores，　Ininimi又はinferioresは

小農である。この区別は民族大移動後の交献によるものであるがTacitus当時に於ても

程度の差こそあり大体かかる身分の区別は存在したと思われる。Langobarden王のRo－

thari（630－652）の発令したEdict　Rothariの第14条，第48条にはWergeldは。in　angar－

gathungi”によって決定せられると規定せられ，且つこれは”secundum　qualitatem

personae”の意味だと註釈されている。即ち人物の評価をその所有地の広さによって決

めている。angar－gathungiは耕地の大きさを意味する。これによっても土地所有の差別

はK：arolinger時代よりも遙か以前から存在したことが窺われる。

　中世に於てはこれらの小農は大地主と保護関係（patrocinium）に入った。この保護関

係に入ることによって，地主（Potentes）は，小作人を代表して裁判に出席し，その代

理権によって小作人を不正なる裁判から保護し，且つ小作人の裁判に出席する手数をは

ぶいた。又官吏が公権を濫用して過重に軍役に徴発することから小作人を保護した。又

自己の身体を抵当として保護関係に入った犯罪者の為めにWergeldを支払い身請によ

ってその生命を救った。又生計の資に窮せるpauperesを保護関係に入れ之れに適当な

る仕事を与えた。このpatrociniumは中世初期の混乱期に小農を救済する一の社会制

度であった。westgotenではかかるPatrocinum入った人をbucellariusと云った。こ

れはBrotesserの意で，彼が被護人となってはじめて食を得たことを意味する。且つ保

護関係に入ることはその自由を失うことではなく，地主の待遇が意に満たなければ自由

にその地主の許を去って他の地主と保護関係に入ることが出来た。然るに封建制度化が

進むに従ってこのPatrociniumはその本来の意義を失いその身分が固定するに至った。

　又ゲルマンの国民兵は無給で，装備も自弁であったから，経済上の分化からWaffen－

rechtに於ても階級的分化をもたらした。他人の援助をまって初めて装備して軍役につ

くことが可能な自由人は社会的にも劣等視せられ，法律的にも下位に立つた。之れに反

して自らは重騎兵として出陣するのみならず，経済的に薄弱な人々を武装せしめて自己

の部下たらしめる人は，偉：大なる声望を得た。これが大地主である。Greger　von　tours

はHist　Franc。　X　c．9に於て，フランクの軍隊が川を越える時はその困難さは，　robustiO－

nes，　inferiores，pauperesに於て差別があったと云っている。即ち富める者は重武装し貧

しい者は軽装であるからである。かくしてローマの末期頃から豪族が私兵を蓄える風が

益々盛んとなった。これが所謂封建化運動の現われの一一であって，ArnulfingerがMe－

rowinger家から王位を纂干したのもこの私兵の力によるものである。

　d．奴隷と解放奴隷（Servi＆liberti，又1ibertini）

　自由を尊ぶ原始ゲルマン民族にも奴隷なる階級があった。彼等は基本的人権が認めら

れず，生命財産に損害を受けてもWergeldを請求する権利がなく移住の自由も持たな

い。このGermanenの奴隷はTacitusによると二種類に分れている。

　第一は，元来自由人であったが，自らの過失か事業の失敗から自由を喪って奴隷とな

ったもの，第2はRomeのKolonenの如く身分的には小作人の如く土地に束拘せられて
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生活しているものである。

　Tacitusは第一の場合の例として，賭博で，自由をかけ，失敗の結果他人の奴隷とな

る場合をあげている。　TacitusはGermania　c．24　において　”Aleam（quod　mirere）

sobrii　inter　seria　exercent，　tanta　lucrandi　perdendive　temeritate，　ut　cum　omnia　defe－

cerunt，　extremo　ac　novissimo　iacta　de　libertate　et　de　corpore　contendant．　Victus　volun－

tariam　servitutem　adit．　quanvis　iuvenior，　quamvis　rubustior　alligari　se　ac　venire　patitur．

ea　est　in　re　prava　pervicacia：　ipsi　fidem　vocant．　Servos　conditionis　huius　per　commer－

cia「tradunt，　ut　se　quoque　pudore　victoriae　exsolvant．　（誠に不思議なことであるが，

彼等は賭博を真面目な仕事の如くに行い，勝負に向う見ずで，凡てを失った場合，最後

には，自分の自由と身体を賭けて争う。負ければ自ら進んで他人の奴隷となり，たといよ

り若くより強くとも自ら束縛を受け奴隷となることを甘受する。悪事における歪められ

たる頑固さはかくの如きものである。これを彼等には仁義（fides）と呼んでいる。かか

る運命によって得られたる奴隷は，勝つた者も差恥の念から解放せられん為めに取引を

通して売り払ってしまう）と云っている。かくの如くにして自由人から奴隷に転落した

人もあったであろう。この外他人を傷けWerge11を支払うことが出来ずして奴隷にな

ったもの，又借財を支払うことが出来ずして奴隷となった者等，種々の事情で自由人か

ら奴隷になる人があった。

　第二に小作人に類似した奴隷の例として，TacitusはGermania　c．25において”Ce－

teris　servis．　non　in　nostrum　morem，　descriptis　per　familiam　ministeriis，　utuntur．

Suam　quisque　sedem，　suos　penates　regi　t．　Frumenti　modum　dominus，　aut　pecoris，　aut

vestis，　ut　colono　iniungit：　et　servus　hactenus　paret．　Cetera　domus　officia　uxor　ac

liberi　exequuntur，（その他の奴隷は吾々（ロ・一一マ）の習慣の如く家庭の仕事を割当てて

使用しない。彼等は各々自分の居所と家庭を持っている。主入は吾々が小作人に対する

如くその奴隷に一定量の穀物，家畜，織物を課する。奴隷はこの程度の服従をなすに止

まる。その他の家の仕事は妻や子供が行う）と云っている。Germanの大部分の奴隷は

この種の1aetiと云わるる中世のSerfsと似たものであった。彼等は一定の土地に住

み，独立の家計を営みその身分は世襲的で，移住の自由はない。彼等はGermanenの

法律：に従って生活し，一定の小作料を支払っている。ゲルマン人がP一マと交渉を持

ち，多くのゲルマン人がP一マの軍役につく様になった3世紀に断てはこの種のゲルマ

ンの1aetiもP一マ軍役につき皇帝からterra　laeticaeと呼ばれる土：地を貰った。ローマ

の社会でかかる地代を払って一定の土地に住んで居る農民はcoloniと呼ばれた。又

Germanenの1aetiはゲルマンのrex又はPrincipesからもローマ人の所謂beneficium

なる土地を貰い，小作権を強化して行った。従ってゲルマンのlaetiはHalbfreieで．

その数はMerowinger時代からKarolinger時代にかけて益々多くなった。地主はservi

に土地を与え之れを1aetiとして向上の希望をもたせ，これを荒廃地の開拓に使用し，奴

隷解放を通して経済的発展を促進した。更にこの1aetiが益々経済的に有力となり，主

人から自由を買いとって完全なる自由人となるものが多かった。教会はその信者に多く

のserviやlaetiを持って居たからかかる解放事業を奨励し，教会組織の中へ彼等を吸収
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して保護を与えた。

　かかる解放奴隷は已にTacitusの時代から現われている。　TacitusはGermania　c．　25

において”Li　bertini　non　multum　super　servos　sunt，　raro　aliquod　momentum　in　domo，

numquam　in　civitate；　exceptis　dumtaxat　iis　gentibus，　quae　regnantur．　ibi　enim　et　super

ingenuos　et　super　nobiles　ascendunt：　apud　ceteros　impares　libertini　libertatis　ar．crumentum

sunt．（解放奴隷は，一般の奴隷より余り著しく上位に置かれて居ない。稀に家庭にお

いて重要視せられるが，国家においてはかかることはない。只王政の行われて居る部族

（国家）は例外である。そこでは解放奴隷は自由民や貴族の上にさえものぼることがあ

る。他のゲルマン族にあって解放奴隷が劣って居るのは自由の証拠でもある）と云って

いる。

　ゲルマン民族にあってはTacitusの時代においても，自由民から奴隷になるものと，

奴隷から解放せられて，Halbfeieとなり，更に一般の自由民となるものがあった。殊に王

政の行われて居る部族にあっては解放奴隷は自由民叉は貴族の上にのぼることがあると

Tacitusは云っている。これはTacitusの時代に於ても国IE一は側近召使即ちK6nigsdie－

nstとして普通の貴族よりも解放奴隷を重視しこれを信頼したからである。　Merowinger

時代にあってはかかる解放奴隷より成る側近貴族は，Pueri　regis，又はゲルマン語で

Sakebaroと呼ばれ非常に大きい勢力を持っていた。彼等は国家の政治の枢機に参画し

国王のministeriumを作った。　ministeriumに・は管理者と云う意味と奴僕と云う二つの

意味がある。後世のministerはここに起原を発する。　Merowinger朝の国王は彼と利害

が相反し常に国王に反抗的な門閥貴族を抑える為めにこの解放奴隷を側近貴族に採用す

るを常とした。かのNeustrienのMajordomusにあげられたEbroin（十681）もかかる

1ibertiから身を起した一入で，従って門閥貴族の反感を買い，彼等からmiles　quidem

inqUissimus　Ebroin…ex量nfimo　genere　ortus（Acta　s．　Ragneberti）（微賎の階級から身

を起したる不公平極まる王の兵卒たるEbroin）軽侮せられた。然しこの解放奴隷は益

々その数を増し：一一一一つの社会的階級として共同の利益を持ち王の側近貴族や一般自由民と

なって，歴史の舞台からその階級的な姿を消すのである。

翼　原始ゲルマン民族の法律思想

　原始ゲルマン民族の法律思想は彼等の特性である正義と自由の思想を根幹としてい

る。この正義と自由の思想によって，園家は個人に対しGemeinfriedeを確保し，各

個入の名誉，身体，財産の安全を保障し，若しそれが侵害された場合には，賠償を得さ

しめねばならない。又各個人は国家の公の裁判を受ける権利を持って居る。次に個人と

個人との．場合に於ては，ゲルマンの自由入は，彼が意思と力とを持って居る限り，如何

なる場含に継ても自己の意思によって決定出来る。ゲルマン人の腕はただ対手のより強

い腕によってのみ征服せられる。園家の権力によって抑制せられない。

　かかるゲルマン人の優越せる自由は私法的にはFehderechtなる語を以って表現せら

れる権利を自由人に認める。これは自然がゲルマンの自由人のみに与えた，ゲルマン人
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の自由の産物である。このFehderechtを主張し得るのは当事者及びその血族が，身体，

名誉，財産に損害を受け，特に刑法上の事件として取扱わるる場合で，その他の場合に

は裁判を受けなければならない。

　ゲルマン人の裁判は毎年一定時に即ち満月か新月の時に，全自由民が集まる民会

（COnciluim）に於て行われる。この人民裁判を彼等はDingと呼んでいた。この同じ民

会に於てprincipes，　rex及びduxも選ばれる。全自由民はこの裁判に出席する権i利と義

務を持っていた。

　ゲルマン入の刑罰についてTacitusはGermania　c．12において”Distinctio　poena－

rum　ex　delicto．　proditores　et　transfu．cras　arboritus　suspendunt：ignavos　et　inbelles　et

corpore　infames　coeno　ac　palude，　iniecta　insuper　crate，　mergunt．　Diversitas　sapplicii

illuc　respicit，　tamquam　scelera　ostendi　operteat，　dum　puniuntur，　f1agitia　abscondi．　Sed

et　ievioribus　delictis，　pro　modo，　paena．　equorum　pecorumque　numero　convicti　multantur．

（刑罰は犯罪によって相違がある。叛逆者，脱走者は木に懸けられ，卑怯者，戦争忌避

者及び破廉恥罪を犯せる者は逗子（すのこ）をかむせて泥砂に沈める。刑罰の相違は，

極悪は見せしめにし，破廉恥行為は隠蔽すべきであるとの配慮による。軽罪に対しても

それ相応の処罰がある。有罪の宣告を受けた者は，馬や家畜によって罰金を支払わねば

ならない）と云っている。個人が全国民を裏切る様な場合は又は破廉恥罪を犯す時はそ

の民族から根絶せられる。

　Fehderechtは現代の刑法権に相当するもので被害者はその血族と共に加害者を死に

至らしめるか，勝利を得て思う存分に賠償せしめるか，或いは加害者が反抗の力によって

全々刑罰を免かれるかの起れかに終るのである。氏族制度のもとにあった原始ゲルマン

の家族は，防禦又は復讐の望めの血につながる団結であって，一の家族は一の民族に類

似する点を持っている。従ってFehderechtは一の民族法の色彩を持っている。　Tacitus

はGermania　c．21において“Suscipere　tam　inimicitias，　seu　patris，　seu　propinqui，　quam

amicitias，　necesse　est．’ i父又は親戚の＝者の敵意はその友情と同様に是非引継がねばなら

ぬ）と云っている。原始ゲルマン族にあっては個性的な入格がまだ発達せず，各人は血

縁の一人として行動せねばならなかった。然しかかるFehdeが繰り返される場合若し

正義は力である，正しい者が必ず勝つと云う伝統的な民族精神が無ければ，ゲルマン民

族はとっくに亡び去っていたかも知れない。彼等が益々発展して今日に至っているのは

正義が力であるとの堅い道義的精神が彼等を拘束していたからである。TcitusはGe－

rmania　c．19において”Plusque　ibi　boni　mores　valent，　quam　alibi　bonae　leges．”（そこ

では良き風習が他所の良き法律よりも力を持って居る）と云って居る。この良き風習こ

そGerman民族存続の根拠であって，これなくしてはFehdeも有害無益であったであ

ろう。歴史家Tacitusは慧眼にもここに着眼している。実にこの一句こそ，　Germania

46章の解釈の一のキイポイントである。

　更に原始ゲルマン民族にはFehdeを緩和する制度としてCompositionenrecht（和解

権）がある。これは被害者が加害者からWergeld（賠償金）をとって和解する制度でゲ

ルマン人の自由の制約である。TacitusはGermania　c．21において”Luitur　enim　etiam
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homicidium　certo　armentorum　ac　pecorum　numero，　recipitque　satisfactionem　universa

domus”（殺人でさえも牛や羊等の家畜の一一定の数によって賠償せられる。全家族はこ

の賠償を受取る）と云っている。このcompositionenrechtを手寺つものはFehderechtを

．持つ自由入のみで，奴隷にはこの権利がない。奴隷を殺した場合，加害者がWergeld

を支払うのは奴隷の所有者たる主人に対しその損害を賠償するので，殺されたる奴隷の

子供やその血縁のものに賠償するのでない。又受けた損害に対してFehdeをなすか或

はcompositionによって穏便にことをすますかは自由人たる被害者の自由に一任せら

れる。然し過失によって他人に損害を与えたる場合，加害者がcompositi。nを申出た

時にはFehdeは許されない。更にWergeldを要求する権利を持っているのは，ゲル

マン人のみで，ローマ人にはこの権利がない。それはローマ人には　Fehderechtが無

いからである。

　被害者によって請求せられるWergeldの額はその被害者の持つFehderechtの強弱に

よって決まる。より大なる自由を持って居る者はより多額のWergeldを要求すること

が出来る。即ち多くのComitesを扶養するPrincipesはFehdeに於ても大きい力を持

っているからより多額のWergeldを要求することが出来る。更にこのWergeldの多寡

を決定する人物の評価即ちその人の持つ自由の大小は徐々にその人の所有する土地の広

狭によって決定される様になった。已にTacitusの時代でも土地はその人の身分（Se－

cundum　dignationem）によって分配せられる（Germania　c26）と言己されている。この

傾向は中世に於て益々顕著となって行った。Langobarden法によるとWergeldはanga－

rgathungiによると規定せられて居る　（Brunner．　D．　R。　G．　S．　131），このAngarga－

thungiはAngergr6Be（耕地の広さ）である。　Angargathungiによると云うことは，

Secundum　qualitatem　personae（人物の地位による）と同意語である。　Wergeldは大体

階級によって一定しているが同じ階級に於てもその人の持つ財産の大小によって差別が

つけられたのである。

　この和解によって支払われるWergeldの一一部は国王に帰納せられる。　TacitusはGe－

rmania　c、12において　”Pars　multae　regi，　vel　civitati，　pars　ipsi，　qni　vindicatur，　vel

propinqUis　eius　exsolvitur”（賠償金の一音llは国王又は国に，一部は被害者自身又はその

近親者に支払われる）と云っている。この国王に帰属する賠償金はフランク法ではfre－

dusと云われる。これはFriedeの意味で，現代法の所謂Friedensgeldである。国王は

この賠償金を受領してその賠償金を支払つた者に平和を保障するのである。国王は国民

のVolksfrieden（一般平和）を護る義務から犯罪に対して原告の立場をとるので，キリ

スト教時代に国王がLandfrieden（公安）の責任者であったことの起原は已に原始ゲル

マン時代に発している。即ちゲルマン民族は法律的に高い思想水準にあったことが知ら

れる。

　原始ゲルマン民族が殺人に対しても賠償によって和解したことは現代人から見れば一一

寸奇異の感があるが，それは殺人に対する思想が根本的に現代人と異っていたからであ

る。原始ゲルマン人にとっては殺人そのものは罪悪でなく，只殺人行為が彼等の社会道

徳に反してなされた場合に限り罪悪とせられた。賠償の権利を持つ者が，姦通者，強姦
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者を即座に殺しても罪とはならない。原始ゲルマン人にとって最：も重い罰は破廉恥罪，

Sippeに対する誓約，即ちcivitas共同体の規約に反する罪であった。

　彼等がキリスト教化せられてから，キリスト教の生命尊重の精神，キリストの聖愛の

精神によって，殺人そのものが罪悪とせられる様になった。理由の如何にかかわらず殺

人犯に対しては，国家は侵害されたる正義の名において告訴を提起し，殺人犯人を公権

剣奪，一定期闇又は生涯の追放に処した。然し異教的思想が深く根をおろしているGe－

rman人は悪人を懲らしめる為めに殺人罪を犯した様な人に対して之れを庇護し，これ

に宿舎を提供した。教会もAsylrechtによって一定期聞これを保護した。然し主人を殺

した者∫共同体の契約に逆いた者，教会又は神を侮辱した者は無条件の追放に処せられ

た。かかる無条件の追放に処せられた者をゲルマン語ではwargに処せられた者と言っ

た。wargはLatin語のargに通ずる文字で，　Got語では十字架にかけることをgawa－

rgjanと云った。又中世のキリスト教会はFehdeの繰返しを防止する誉めにFrieden－

kircheの制度を設け，殺人犯人がその近親者につき添われてこのFriedenkirche内へ逃

げ込めば，40日を限りてその安全が保障せられた。40日後はbandaと称せられる三の

村とその附近の森で安全が保障せられた。洋字罪の為めに外国へ巡礼する者にも安全が

保障せられた。かくしてキリスト教化せられたゲルマン人は徐々にFehdeやWiking

の海賊行為を禁じた，・又1225年に起草せられたるWestgotenの法律には，洗礼を受け

た子供のみが親の財産を相続し得るとか，誰でも教会へその財産を遺贈出来るという様

な規定が条交として加えられた。又教会の祭日或は一週のある特定日にはゲルマンの自

由人も武器の携帯を禁ぜられた。

　原始ゲルマン民族は善良，：寛大，正直で心から友を愛した。然し同時に彼等は敵を憎み，

復讐を好んだ。このゲルマンが敵をも愛するキリストの聖愛を身につける重めには多く

のことを中世のカトリック教会から学ばねばならなかった。Kaiser　Heinrich膿（1039－

1056）は中世に於て最も早くかかる理想に近づいたゲルマン人の王であった。彼は

Cluny風の精神を身につけた熱心なる信者で，1043年のKonstanzの宗教会議に於て

は説教壇から一般民衆に平和の勧告を行い，彼に対する凡ての責務を赦免した。1044年

のハンガリ戦争勝利の大感謝祭には一般的債務の赦免を行った。かくして彼の治世のも

とで漸くGermanentumとChristentumの結合が行われて来た。これは実にゲルマン

史の一の転換期である。



ユ8 三喜田熊蔵 No.9

                     SUMMARY 

            A Research about the Political Structure and Law 

                       Conception of Urgermans 

                  Kumazo MIKITA 

   Urgermans had no state in the modern sense of the word. Caesar siad in 

his  "De Bello Gallico" VI, 23, 

        "In peace there is no common magistrate , but principes of 

    provinces and cantons administer justice and determine controversies 

     among their own people. When a "civitas" either defends itself 

     in a war urged against it, or urges a war against another, the 

    magistraate is chosen to preside over that war with such authrity 

    that they have power of life and death. 

   In Germany coexisted monarchies and republics. This juxtaposition of  mo-

narchies and republics was based on the distinction made between their chiefs. 

If their chiefs were "reges", their states were called "monarchies", and if 

their chiefs were "principes", their states were called republics, and both of 

them were very democratic systems. Tacitus says in his "Germania " c. 7, 
"nec regibus infinita aut libera potestas" . Even in monarchical states a general 

peace was not a royal peace but a folk—peace. 

   Peoples of the German states consisted of three classes, honoratior perso-

nae (of nobiles), ingenuus and serviles personae. German nobiles were compo-

sed of superior "principes" or "reges" and inferjor "comites. "Ingenuus (liberi)" 

were the core of German infantry from earlier days to the days of Charles 

the Great. "Serviles personae " were divided in two classes, "laeti" (or  "colo-

ni") and slaves. "Laeti" were half—free, and "servi" were not free. 

   German Law is the product of their justice and freedom, and this spirit 

expressed itself in their system of "Fehde right" and "Compositionen right". 

And this system was based upon their social moral that "Justice is Power". 

   Tacitus says in his "Germania" c. 19, "plusque ibi boni mores valent, 

quam alibi bonae leges".


